
11．認知症対策について

　認知症の理解度については、８割以上の方が「どのような病気か、詳しく又はある程度知って

いる」と回答している。

回答集計結果　　（単位：％）

選択肢 H25 今回

問32 どのような病気か、詳しく知っている 18.4 20.5

どのような病気か、ある程度は知っている 63.5 64.5

名前だけは聞いたことがある 10.1 10.1

まったく知らない 1.7 1.0

無回答 6.3 3.9

総計 2,065 2,009

概要

図36　認知症の理解度（問32）

認知症の理
解度

「どのような病気か、ある程度は知っている」が64.5％と最も多く、次いで「どのような病気か、詳しく知っている」20.5％
の順となっている。
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　認知症に対する周囲の理解度については、「理解されている」又は「どちらかといえば理解

されている」と回答した方が５割を占めている。

回答集計結果　　（単位：％）

選択肢 H25 今回

問33 理解されている 9.8 11.2

どちらかといえば理解されている 37.2 40.9

どちらかといえば理解されていない 18.7 18.8

理解されていない 4.5 3.8

わからない 21.1 19.8

無回答 8.8 5.4

総計 2,065 2,009

概要

図37　認知症に対する周囲の理解度（問33）

認知症に対
する周囲の
理解度

「どちらかといえば理解されている」が40.9％と最も多く、次いで「どちらかといえば理解されていない」18.8％の順となっ
ている。
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　認知症への不安を相談する相手については、「家族又は親族」が７割弱と最も多く、次いで

「医療機関」、「ケアマネジャー」の順となっている。

回答集計結果　　（単位：％）

選択肢 H25 今回

問34 家族又は親族 69.0 67.4

知人・友人 10.0 7.7

民生委員 5.6 3.2

医療機関 62.8 50.3

地域包括支援センター 27.0 21.8

社会福祉協議会 5.0 1.9

市町村の保健福祉窓口 12.3 5.4

京都府認知症コールセンター（運営：公益社団法人認知症の人と家族の会京都府支部） 5.5 3.0

ケアマネジャー（介護支援専門員） - 49.5

わからない 6.1 3.9

その他 2.9 1.6

無回答 6.5 5.9

総計 2,065 2,009

概要

認知症への
不安を相談
する相手
(３項目選
択)

「家族又は親族」が67.4％と最も多く、次いで「医療機関」50.3％、「ケアマネジャー（介護支援専門員）」49.5％の順と
なっている。
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図38　認知症への不安を相談する相手（問34）
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　認知症の早期発見や対応に必要なことについては、「身近なかかりつけ医で早期の対応がで

きること」が半数を占め、次いで「困ったときに相談できる窓口が身近にあること」、「認知

症についての正しい理解を広めること」の順となっている。

回答集計結果　　（単位：％）

選択肢 H22 H25 今回

問35 認知症についての正しい理解を広めること - 37.8 34.1

困ったときに相談できる窓口が身近にあること 54.8 45.8 44.5

オレンジカフェ（認知症カフェ）やいきいきサロンなどの集いの場が身近にあること - 6.8 5.5

身近なかかりつけ医で早期の対応ができること 46.3 53.3 52.9

自宅で適切な介護や看護サービスが受けられること 44.3 27.8 29.4

保健師や民生委員などにより頻繁な訪問活動が行われること 13.6 6.3 5.8

地域での見守り体制が整備されること 14.6 8.3 8.9

ボランティア活動を活発化すること 3.8 1.4 1.4

適切な対応方法などについて、家族向けの勉強会や研修の場があること 25.1 9.5 7.9

介護者がリフレッシュできる機会を確保すること 22.5 17.0 17.0

成年後見制度などが簡単に利用できること 6.2 3.5 3.2

福祉サービスの利用手続きや金銭管理等の日常生活の支援（日常生活自立支援事業） - 7.8 6.7

その他 1.8 0.7 1.4

無回答 11.9 12.9 12.0

総計 2,368 2,065 2,009

概要

認知症の早
期発見や対
応に必要な
こと
(３項目選
択)

「身近なかかりつけ医で早期の対応ができること」が52.9％と最も多く、次いで「困ったときに相談できる窓口が身近にある
こと」44.5％、「認知症についての正しい理解を広めること」34.1％の順となっている。
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図39　認知症の早期発見や対応に必要なこと（問35）
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